
(57)【要約】

【課題】画像の解像度を向上させるとともに、消費電力

を低減することができる液晶表示装置を実現する。

【解決手段】液晶表示装置１００において、ＲＧＢデジ

タル変換回路１が画像信号をＬＥＤパネル２の画素領域

毎にＲ、Ｇ、Ｂ各色のカラーデータに分解して取得した

階調レベルから、階調レベル最大値検出部４が階調レベ

ルの最大値を検出する。そして、ＰＷＭ制御回路５がそ

の階調レベルの最大値に応じた強度のＲ、Ｇ、Ｂ各色の

光が重ならないように各色の光を周期的にバックライト

光源３に出力させるとともに、ＬＥＤ制御回路６が、最

大値の階調レベルを有するＲ、Ｇ、Ｂ各色のカラーデー

タに対応する画素領域の透過率を最大とするとともに、

それ以外の画素領域の透過率を取得されたＲ、Ｇ、Ｂ各

色の階調レベルに応じて設定し調整することにより、Ｌ

ＥＤパネル２の画素領域を透過した光に基づいて画像信

号に基づく画像を表示するようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 信 号 に 応 じ て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を そ れ ぞ れ 独 立 に 出 力 可 能 な バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と
、 そ の 画 像 信 号 に 応 じ て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 出 力 す る 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る 複 数 の
画 素 領 域 を 有 す る 液 晶 部 と 、 を 備 え 、 前 記 液 晶 部 を 透 過 し た 光 に 基 づ い て 前 記 画 像 信 号 に
基 づ く 画 像 を 表 示 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 信 号 を 前 記 複 数 の 画 素 領 域 毎 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 し 、 Ｒ 、
Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 取 得 す る Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 と 、
　 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値
を 検 出 す る 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 と 、
　 前 記 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に 各 色 の 光 を 周 期 的 に 前 記 バ
ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る 光 出 力 制 御 手 段 と 、
　 前 記 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 対 応 す る 前 記 画 素 領 域 の 透 過 率 を 最 大 と す る と と も に 、 そ れ 以 外
の 画 素 領 域 の 透 過 率 を 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の
階 調 レ ベ ル に 応 じ て 設 定 す る 透 過 率 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 画 像 信 号 に 応 じ て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を そ れ ぞ れ 独 立 に 出 力 可 能 な バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と
、 そ の 画 像 信 号 に 応 じ て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 出 力 す る 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る 複 数 の
画 素 領 域 を 有 す る 液 晶 部 と 、 を 備 え 、 前 記 液 晶 部 を 透 過 し た 光 に 基 づ い て 前 記 画 像 信 号 に
基 づ く 画 像 を 表 示 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 信 号 を 前 記 複 数 の 画 素 領 域 毎 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 し 、 Ｒ 、
Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 取 得 す る Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 と 、
　 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値
を 検 出 す る 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 と 、
　 前 記 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る 光 出 力 制 御 手 段 と 、
　 前 記 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 対 応 す る 前 記 画 素 領 域 の 透 過 率 を 最 大 と す る と と も に 、 そ れ 以 外
の 画 素 領 域 の 透 過 率 を 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の
階 調 レ ベ ル に 応 じ て 設 定 す る 透 過 率 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 出 力 制 御 手 段 は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に 各 色 の 光 を 周 期 的 に 前
記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の Ｏ Ａ 機 器 や テ レ ビ ジ ョ ン な ど の 家 電 製 品 の 軽 量 、
薄 型 化 に 伴 い 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に つ い て も 軽 量 化 、 薄 型 化 が 要 求 さ れ て い る 。 そ の た め
、 従 来 よ り 普 及 し て い る Ｃ Ｒ Ｔ に 代 わ る も の と し て 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 開 発 が 進
め ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ４ ８ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ７ ６ ７ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ９ ７ ５ ４ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ０ ８ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ １ ６ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 の 場 合 、 液 晶 表 示 装 置 の 画 質 や 視 野 角 な ど の 向 上 は 図 ら れ
て い る も の の 、 Ｌ Ｅ Ｄ な ど 光 源 の 発 光 量 の 調 整 は 行 わ れ て お ら ず 、 光 源 の 消 費 電 力 に つ い
て は 問 題 視 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 画 像 の 解 像 度 を 向 上 さ せ る と と も に 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き
る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 画 像 信 号 に 応 じ て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色
の 光 を そ れ ぞ れ 独 立 に 出 力 可 能 な バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 、 そ の 画 像 信 号 に 応 じ て 前 記 バ ッ ク
ラ イ ト 光 源 が 出 力 す る 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る 複 数 の 画 素 領 域 を 有 す る 液 晶 部 と 、 を 備 え
、 前 記 液 晶 部 を 透 過 し た 光 に 基 づ い て 前 記 画 像 信 号 に 基 づ く 画 像 を 表 示 す る 液 晶 表 示 装 置
に お い て 、 前 記 画 像 信 号 を 前 記 複 数 の 画 素 領 域 毎 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解
し 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 取 得 す る Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 と 、 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階
調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す る 階 調
レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 と 、 前 記 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の
最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に 各
色 の 光 を 周 期 的 に 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る 光 出 力 制 御 手 段 と 、 前 記 階 調 レ ベ ル
最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ
ー タ に 対 応 す る 前 記 画 素 領 域 の 透 過 率 を 最 大 と す る と と も に 、 そ れ 以 外 の 画 素 領 域 の 透 過
率 を 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル に 応 じ
て 設 定 す る 透 過 率 設 定 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 画 像 信 号 に 応 じ て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を そ れ ぞ れ 独 立 に 出 力 可
能 な バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 、 そ の 画 像 信 号 に 応 じ て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 出 力 す る 光 の 透
過 率 を 変 化 さ せ る 複 数 の 画 素 領 域 を 有 す る 液 晶 部 と 、 を 備 え 、 前 記 液 晶 部 を 透 過 し た 光 に
基 づ い て 前 記 画 像 信 号 に 基 づ く 画 像 を 表 示 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 像 信 号 を 前
記 複 数 の 画 素 領 域 毎 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 し 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ
ベ ル を 取 得 す る Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 と 、 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得
さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す る 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 と 、 前
記 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 、 Ｇ
、 Ｂ 各 色 の 光 を 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る 光 出 力 制 御 手 段 と 、 前 記 階 調 レ ベ ル
最 大 値 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ
ー タ に 対 応 す る 前 記 画 素 領 域 の 透 過 率 を 最 大 と す る と と も に 、 そ れ 以 外 の 画 素 領 域 の 透 過
率 を 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル に 応 じ
て 設 定 す る 透 過 率 設 定 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 光 出 力 制 御 手 段
は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に 各 色 の 光 を 周 期 的 に 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に
出 力 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 像 信 号 を 液 晶 部 の 複 数 の 画 素 領 域 毎
に 分 解 し て 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 取 得 し 、 そ の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の
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光 を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る こ と が で き る の で 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 必 要 以 上 の 光
を 出 力 す る こ と は な く 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 出 力 の 無 駄 を 省 き 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に 各 色 の 光 を 周 期 的 に
出 力 す る こ と に よ り 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 光 を 残 像 現 象 と し て 混 合 す る こ と が で き 、 ま た 、 検 出
さ れ た 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 対 応 す る 画 素 領 域 の
透 過 率 を 最 大 と す る と と も に 、 そ れ 以 外 の 画 素 領 域 の 透 過 率 を Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ
ル に 応 じ て 設 定 す る こ と が で き る の で 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 出 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 光 が 液
晶 部 の 画 素 領 域 を 透 過 す る 透 過 率 が 階 調 レ ベ ル に 応 じ て 調 整 さ れ て 混 合 さ れ る こ と で 、 液
晶 部 の 全 画 素 領 域 に お い て フ ル カ ラ ー で の 画 像 表 示 が 可 能 と な り 、 画 像 の 解 像 度 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 像 信 号 を 液 晶 部 の 複 数 の 画 素 領 域 毎
に 分 解 し て 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 取 得 し 、 そ の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の
光 を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に 出 力 さ せ る こ と が で き る の で 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 必 要 以 上 の 光
を 出 力 す る こ と は な く 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 出 力 の 無 駄 を 省 き 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を 出 力 す る と と も に 、 検 出 さ れ た 最 大 値
の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 対 応 す る 画 素 領 域 の 透 過 率 を 最 大
と し 、 そ れ 以 外 の 画 素 領 域 の 透 過 率 を Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル に 応 じ て 設 定 す る こ と
が で き る の で 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 出 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 光 が 液 晶 部 の 画 素 領 域 を 透 過 す
る 透 過 率 が 階 調 レ ベ ル に 応 じ て 調 整 さ れ る こ と で 、 液 晶 部 の 全 画 素 領 域 に お い て 様 々 な 色
の 画 像 表 示 が 可 能 と な り 、 画 像 の 解 像 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と は 無 論
の こ と 、 特 に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に 各 色 の 光 を 周
期 的 に 出 力 す る こ と が で き る の で 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 光 を 残 像 現 象 と し て 混 合 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 よ っ て 、 液 晶 部 の 全 画 素 領 域 に お い て フ ル カ ラ ー で の 画 像 表 示 が 可 能 と な り 、 画 像 の 解
像 度 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 所 定 の 画 像 に 関 す る 画 像 信 号 を 受 信 し て 、
そ の 画 像 信 号 を Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 す る Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ
タ ル 変 換 回 路 １ と 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ か ら 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ と Ｌ Ｃ Ｄ 制
御 回 路 ６ を 介 し て 転 送 さ れ る Ｌ Ｃ Ｄ 信 号 に 応 じ て 各 画 素 領 域 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と に
よ り 所 定 の 画 像 を 表 示 可 能 と す る 液 晶 部 と し て の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ と 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換
回 路 １ か ら 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ と Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ５ を 介 し て 転 送 さ れ る バ ッ ク ラ イ
ト 信 号 に 応 じ て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 を そ れ ぞ れ 独 立 に 出 力 可 能 な バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ 等 に
よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ は 、 例 え ば 、 偏 光 板 が 配 さ れ た ガ ラ ス 板 の 間 に 透 明 電 極 や 配 向 膜 を 介 し
て 液 晶 を 封 入 し 、 そ の 液 晶 が 配 列 す る 向 き （ 偏 向 角 ） を マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し た 透 明 電
極 に 印 加 す る 電 圧 に よ り 調 整 す る 従 来 周 知 の Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル を 適 用 す る こ と が で き る の で 、
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Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル の 構 成 や 動 作 等 に つ い て は 、 こ こ で は 詳 述 し な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 マ ト リ ッ ク ス 状 の 透 明 電 極 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 複 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る よ う
に 配 置 さ れ て お り 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ に お け る 透 明 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 調 整 す る こ と に よ
っ て 、 液 晶 の 偏 向 角 を 調 整 し 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ が 出 力 す る 光 の 透 過 率 を 画 素 領 域 毎 に
変 化 さ せ て 調 節 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ は 、 赤 色 の 光 を 出 力 す る Ｌ Ｅ Ｄ （ Ｒ ） と 、 緑 色 の 光 を 出 力 す る Ｌ Ｅ
Ｄ （ Ｇ ） と 、 青 色 の 光 を 出 力 す る Ｌ Ｅ Ｄ （ Ｂ ） と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ が 出 力 し 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ を 透 過 し た 光 に 基 づ い て 、 所 定
の 画 像 が 形 成 さ れ て 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ は 、 受 信 し た 画 像 信 号 を Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 複 数 の 画 素 領 域 毎
に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 す る と と も に 、 分 解 し た 各 色 の カ ラ ー デ ー タ の 階
調 レ ベ ル を 取 得 し 、 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 と し て の 階 調 レ ベ ル 最
大 値 検 出 部 ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 つ ま り 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ は 、 Ｒ 成 分 に 関 す る カ ラ ー デ ー タ の 階 調 レ ベ ル が 入 力 さ れ る
Ｒ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｒ と 、 Ｇ 成 分 に 関 す る カ ラ ー デ ー タ の 階 調 レ ベ ル が 入 力
さ れ る Ｇ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｇ と 、 Ｂ 成 分 に 関 す る カ ラ ー デ ー タ の 階 調 レ ベ ル
が 入 力 さ れ る Ｂ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｂ と 、 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｒ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｒ 、 Ｇ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｇ 、 Ｂ 成 分 階 調
レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ フ ィ ー ル ド メ モ リ ４ １ と 、 最 大 値 検 出 回 路 ４ ２ と 、
ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル ４ ３ と 、 ガ ン マ 補 正 回 路 ４ ４ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ィ ー ル ド メ モ リ ４ １ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ か ら 入 力 さ れ た カ ラ ー デ ー タ の 階
調 レ ベ ル を １ 画 面 （ １ フ ィ ー ル ド ） 毎 に 記 憶 し 、 一 時 的 に 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 最 大 値 検 出 回 路 ４ ２ は 、 フ ィ ー ル ド メ モ リ ４ １ に 記 憶 さ れ た １ 画 面 （ １ フ ィ ー ル ド ） 中
の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す る 。 そ し て 、 検 出 し た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 光 出 力 制 御 手
段 と し て の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル ４ ３ は 、 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 画 素 領
域 の 開 口 率 （ 偏 向 角 ） を 調 整 し 設 定 す る た め の デ ー タ が 格 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ガ ン マ 補 正 回 路 ４ ４ は 、 検 出 さ れ た 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 画 素 領 域 の 開 口 率 （ 偏
向 角 ） に 関 す る デ ー タ を ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル ４ ３ か ら 取 得 し 、 そ の 開 口 率 （ 偏 向 角 ） に
関 す る デ ー タ を 透 過 率 設 定 手 段 と し て の Ｌ Ｃ Ｄ 制 御 回 路 ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ５ は 、 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ に お け る 、 Ｒ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検
出 部 ４ Ｒ 、 Ｇ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｇ 、 Ｂ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ Ｂ の 最
大 値 検 出 回 路 ４ ２ が そ れ ぞ れ 検 出 し た 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ の 各 色 の 光 を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ に 出 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ５ は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 光 が 重 な ら な い よ う に タ イ ミ ン グ を ず ら
し て 、 各 色 の 光 を 周 期 的 に バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ に 出 力 さ せ る 。 例 え ば 、 １ 画 面 （ １ フ ィ ー
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ル ド ） 当 り の 画 像 表 示 時 間 が １ ／ ６ ０ secで あ る 場 合 、 各 色 の 光 を １ ／ １ ８ ０ sec毎 、 周 期
的 に 順 次 出 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ 制 御 回 路 ６ は 、 ガ ン マ 補 正 回 路 ４ ４ か ら 入 力 さ れ た 、 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ
た 画 素 領 域 の 開 口 率 （ 偏 向 角 ） に 関 す る デ ー タ に 基 づ き 、 Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル ２ の 各 画 素 領 域 の
透 過 率 を 設 定 し 、 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ 制 御 回 路 ６ は 、 例 え ば 、 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ
ー タ に 対 応 す る Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル ２ の 画 素 領 域 の 透 過 率 を 最 大 に 設 定 す る と と も に 、 そ れ 以 外
の 画 素 領 域 の 透 過 率 を 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の 階 調 レ ベ ル が 低 減 す る 割 合 に 応 じ て 、 透 過 率 が
低 減 す る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 つ ま り 、 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル を 有 す る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 対 応 す る Ｌ Ｅ Ｄ
パ ネ ル ２ の 画 素 領 域 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル ２ の 液 晶 の 偏 向 角 が ９ ０ ° と な る よ う に 調
整 し 、 透 過 率 、 開 口 率 を １ ０ ０ ％ と す る 。 そ し て 、 階 調 レ ベ ル が 低 減 す る 割 合 に 応 じ て 偏
向 角 を ９ ０ ° か ら ０ ° 側 に 所 定 の 割 合 で シ フ ト す る よ う に し 、 透 過 率 、 開 口 率 を １ ０ ０ ％
か ら ０ ％ に 所 定 の 割 合 で 低 減 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 具 体 的 数 値 を 例 示 す る と と も に 、 図 ２ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ き 、 液 晶 表 示
装 置 １ ０ ０ の 画 像 表 示 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま ず 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ が 、 表 示 す る 画 像 に 関 す る 画 像 信 号 を １ 画 面 （ １ フ ィ
ー ル ド ） 分 、 受 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ は 、 受 信 し た 画 像 信 号 を Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 複 数 の 画 素 領 域 毎
に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 す る と と も に 、 分 解 し た 各 色 の カ ラ ー デ ー タ の 階
調 レ ベ ル を 取 得 し 、 各 色 の 階 調 レ ベ ル を 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う な 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 複 数 の 画
素 領 域 毎 に 、 画 像 信 号 を Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 各 色 の カ ラ ー デ ー タ に 分 解 し 、 そ の 各 色 の カ ラ ー デ ー
タ の 階 調 レ ベ ル を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 、 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ は 、 入 力 さ れ た 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 例 え ば 、 ８ ｂ ｉ ｔ 階 調 表 現 の 場 合 、 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
入 力 さ れ た 各 色 の 階 調 レ ベ ル に 基 づ き 、 画 素 領 域 ２ ｒ の Ｒ 成 分 の 階 調 レ ベ ル が こ の 画 面 （
フ ィ ー ル ド ） に お け る 最 大 値 「 ２ ５ ６ 」 で あ り 、 Ｒ 最 大 レ ベ ル で あ る 画 素 領 域 ２ ｒ の 各 色
の 階 調 レ ベ ル は 「 Ｒ ： ２ ５ ６ ， Ｇ ： ６ ４ ， Ｂ ： １ ２ ８ 」 で あ る と 認 識 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 同 様 に 、 画 素 領 域 ２ ｇ の Ｇ 成 分 の 階 調 レ ベ ル が 最 大 値 「 １ ２ ８ 」 で あ り 、 Ｇ 最 大 レ ベ ル
で あ る 画 素 領 域 ２ ｇ の 各 色 の 階 調 レ ベ ル は 「 Ｒ ： １ ２ ８ ， Ｇ ： １ ２ ８ ， Ｂ ： ６ ４ 」 、 画 素
領 域 ２ ｂ の Ｂ 成 分 の 階 調 レ ベ ル が 最 大 値 「 １ ９ ２ 」 で あ り 、 Ｂ 最 大 レ ベ ル で あ る 画 素 領 域
２ ｂ の 各 色 の 階 調 レ ベ ル は 「 Ｒ ： １ ２ ８ ， Ｇ ： ６ ４ ， Ｂ ： １ ９ ２ 」 で あ る と 認 識 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 ４ は 、 検 出 し た 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 を Ｐ Ｗ Ｍ 制
御 回 路 ５ に 出 力 し 、 そ の 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 画 素 領 域 の 開 口 率 （ 偏 向 角 ）
に 関 す る デ ー タ を Ｌ Ｃ Ｄ 制 御 回 路 ６ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 次 い で 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ５ が 、 各 色 の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の
各 色 の 光 を １ ／ １ ８ ０ secず つ 、 周 期 的 に バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ に 出 力 さ せ る と と も に 、 Ｌ
Ｃ Ｄ 制 御 回 路 ６ が 、 １ ／ １ ８ ０ カ ウ ン タ ７ （ 図 １ 参 照 ） の タ イ ミ ン グ に 従 っ て バ ッ ク ラ イ
ト 光 源 ３ の 光 の 出 力 に 同 期 さ せ る よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル ２ の 各 画 素 領 域 の 透 過 率 を 調 整 し
、 １ 画 面 分 の 画 像 の 表 示 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ５ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 成 分 の 光 が 重 な ら な い よ う
に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ に 、 階 調 レ ベ ル 「 ２ ５ ６ 」 に 応 じ た 強 度 の Ｒ 成 分 の 光 を １ ／ １ ８
０ sec出 力 さ せ 、 次 い で 、 階 調 レ ベ ル 「 １ ２ ８ 」 に 応 じ た 強 度 の Ｇ 成 分 の 光 を １ ／ １ ８ ０ s
ec出 力 さ せ 、 次 い で 、 階 調 レ ベ ル 「 １ ９ ２ 」 に 応 じ た 強 度 の Ｂ 成 分 の 光 を １ ／ １ ８ ０ sec
出 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 各 色 の 光 の 出 力 と 同 期 す る よ う に 、 Ｌ Ｃ Ｄ 制 御 回 路 ６ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル ２
の 各 画 素 領 域 の 透 過 率 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 Ｒ 成 分 の 光 が バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ か ら 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ に お い て 、 画 素 領
域 ２ ｒ の 開 口 率 （ 透 過 率 ） が １ ０ ０ ％ と な る よ う に 、 画 素 領 域 ２ ｒ に 対 応 す る 液 晶 の 偏 向
角 を 調 整 す る と と も に 、 画 素 領 域 ２ ｇ の 開 口 率 （ 透 過 率 ） が ５ ０ ％ 、 画 素 領 域 ２ ｂ の 開 口
率 （ 透 過 率 ） が ５ ０ ％ と な る よ う に 、 画 素 領 域 ２ ｇ 、 ２ ｂ に 対 応 す る 液 晶 の 偏 向 角 を そ れ
ぞ れ 調 整 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 各 画 素 領 域 の 液 晶 の 偏 向 角 を 調 整 す る こ と に よ り 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ か
ら 出 力 さ れ た Ｒ 成 分 の 光 の 光 量 が Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル ２ を 透 過 す る 際 に 調 整 さ れ て 、 画 素 領 域 ２
ｒ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 ２ ５ ６ 」 、 画 素 領 域 ２ ｇ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 １ ２ ８ 」 、 画
素 領 域 ２ ｂ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 １ ２ ８ 」 に 応 じ た 強 度 の 光 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 同 様 に 、 Ｇ 成 分 の 光 が バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ か ら 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ に お い て 、 画 素 領
域 ２ ｇ の 開 口 率 （ 透 過 率 ） が １ ０ ０ ％ と な る よ う に 、 画 素 領 域 ２ ｇ に 対 応 す る 液 晶 の 偏 向
角 を 調 整 す る と と も に 、 画 素 領 域 ２ ｒ の 開 口 率 （ 透 過 率 ） が ５ ０ ％ 、 画 素 領 域 ２ ｂ の 開 口
率 （ 透 過 率 ） が ５ ０ ％ と な る よ う に 、 画 素 領 域 ２ ｒ 、 ２ ｂ に 対 応 す る 液 晶 の 偏 向 角 を そ れ
ぞ れ 調 整 す る 。 そ し て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ か ら 出 力 さ れ た Ｇ 成 分 の 光 の 光 量 が Ｌ Ｅ Ｄ パ
ネ ル ２ を 透 過 す る 際 に 調 整 さ れ て 、 画 素 領 域 ２ ｒ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 ６ ４ 」 、 画 素 領
域 ２ ｇ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 １ ２ ８ 」 、 画 素 領 域 ２ ｂ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 ６ ４ 」 に
応 じ た 強 度 の 光 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 Ｂ 成 分 の 光 が バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ か ら 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ に お い て 、 画 素 領 域
２ ｂ の 開 口 率 （ 透 過 率 ） が １ ０ ０ ％ と な る よ う に 、 画 素 領 域 ２ ｂ に 対 応 す る 液 晶 の 偏 向 角
を 調 整 す る と と も に 、 画 素 領 域 ２ ｒ の 開 口 率 （ 透 過 率 ） が ６ ７ ％ 、 画 素 領 域 ２ ｇ の 開 口 率
（ 透 過 率 ） が ３ ３ ％ と な る よ う に 、 画 素 領 域 ２ ｒ 、 ２ ｇ に 対 応 す る 液 晶 の 偏 向 角 を そ れ ぞ
れ 調 整 す る 。 そ し て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ か ら 出 力 さ れ た Ｇ 成 分 の 光 の 光 量 が Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ
ル ２ を 透 過 す る 際 に 調 整 さ れ て 、 画 素 領 域 ２ ｒ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 １ ２ ８ 」 、 画 素 領
域 ２ ｇ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 ６ ４ 」 、 画 素 領 域 ２ ｂ に お い て は 階 調 レ ベ ル 「 １ ９ ２ 」 に
応 じ た 強 度 の 光 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ が 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 色 の 光 を １ ／ １ ８ ０ secず つ 、 周 期 的
に 出 力 し た 光 は 、 人 の 目 で は 追 随 で き な い 速 さ で 切 り 替 わ る の で 、 残 像 現 象 と し て Ｒ Ｇ Ｂ
各 成 分 の 光 が 混 合 さ れ る 。 つ ま り 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ が 出 力 し た 光 の 光 量 が Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ
ル ２ の 画 素 領 域 毎 に 調 整 さ れ て 出 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 光 が 混 合 さ れ る こ と で 、 フ ル カ ラ
ー で の 画 像 表 示 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 具 体 的 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ が Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 色 の 光 を 出 力 し た １ ／ ６ ０ secに お
い て 、 画 素 領 域 ２ ｒ で は 階 調 レ ベ ル 「 Ｒ ： ２ ５ ６ ， Ｇ ： ６ ４ ， Ｂ ： １ ２ ８ 」 に 応 じ た 強 度
の 光 に 基 づ く 色 が 表 示 さ れ る 。 同 様 に 、 画 素 領 域 ２ ｇ で は 階 調 レ ベ ル 「 Ｒ ： １ ２ ８ ， Ｇ ：
１ ２ ８ ， Ｂ ： ６ ４ 」 に 応 じ た 強 度 の 光 に 基 づ く 色 が 、 画 素 領 域 ２ ｂ で は 階 調 レ ベ ル 「 Ｒ ：
１ ２ ８ ， Ｇ ： ６ ４ ， Ｂ ： １ ９ ２ 」 に 応 じ た 強 度 の 光 に 基 づ く 色 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 、 全 て の 画 像 領 域 に お い て そ れ ぞ れ の 色 が 表 示 さ れ る こ と で 、 １ 画 面 分 の 画
像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 い で 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ が 、 画 像 信 号 を 受 信 す れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ； Ｙ
ｅ ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ へ 戻 り 、 次 の 画 像 の 表 示 を 行 う 。 そ し て 、 １ ／ ６ ０ secの １ 画
像 を 繰 り 返 し 表 示 す る よ う に な っ て お り 、 動 画 の 表 示 も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 １ が 、 画 像 信 号 を 受 信 し な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ；
Ｎ ｏ ） 、 画 像 表 示 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ が Ｒ Ｇ Ｂ 各 色
の 光 を 周 期 的 に 出 力 し た 光 が 、 残 像 現 象 と し て 混 合 さ れ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 全 画 素 領 域
に お い て フ ル カ ラ ー で の 画 像 表 示 が 可 能 と な る の で 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の よ う な カ ラ ー
フ ィ ル タ ー が 不 要 と な る 。 そ し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー が 不 要 と な り 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 全
画 素 領 域 で フ ル カ ラ ー で の 画 像 表 示 が 可 能 と な る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 が 表 示 す る 画
像 の 解 像 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 表 示 す る 画 像 の 画 像 信 号 を 解 析 し 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 階 調 レ
ベ ル の 最 大 値 を 検 出 す る こ と に よ り 、 そ の 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の 光 を バ ッ ク
ラ イ ト 光 源 ３ に 出 力 さ せ る 。 そ し て 、 階 調 レ ベ ル が 最 大 値 で あ る 画 像 領 域 に お い て は 、 Ｌ
Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 液 晶 の 開 口 率 、 透 過 率 を １ ０ ０ ％ と な る よ う に 調 整 す る と と も に 、 そ れ 以
外 の 画 像 領 域 に お い て は 、 階 調 レ ベ ル が 低 減 す る 割 合 に 応 じ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 液 晶 の
開 口 率 、 透 過 率 が 低 減 す る よ う に 調 整 す る よ う に な っ て お り 、 フ ル カ ラ ー 表 示 を 可 能 と し
て い る 。 こ の よ う に 、 階 調 レ ベ ル の 最 大 値 に 応 じ た 強 度 の 光 を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ に 出 力
さ せ る こ と に よ り 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 つ ま り 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 表 示 す る 画 像 に 対 し て 必 要 な 強 度 以 上 の 光 を 出 力 し
、 画 像 信 号 の 最 大 値 の 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る 画 像 領 域 に お い て も 、 不 要 な 光 を カ ッ ト す る
よ う に Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 液 晶 の 開 口 率 、 透 過 率 を 調 整 す る と い う 、 消 費 電 力 の 無 駄 が あ っ た
。 そ れ に 対 し 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ３ は 、 表 示 す る 画 像 に お
け る 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 強 度 の 光 を 出 力 す る よ う に な っ て い る の で 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置
に お い て 、 画 像 の 階 調 レ ベ ル に 関 わ ら ず 、 常 に バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 最 大 出 力 で の 発 光 を 行
い 、 画 像 信 号 の 階 調 レ ベ ル に 応 じ て Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ の 液 晶 の 開 口 率 、 透 過 率 を 調 整 す る こ
と に よ り 、 各 色 の 表 示 を 行 っ て い た こ と に 比 べ 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 消 費 電 力 を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 表 示 画 像 の 解 像 度 の 向 上 を 図 る と と も に 、 消
費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 の 適 用 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 画 像 表 示 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル の 画 素 領 域 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 液 晶 表 示 装 置 の 画 像 表 示 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ 　 　 　 Ｒ Ｇ Ｂ デ ジ タ ル 変 換 回 路 （ Ｒ Ｇ Ｂ 階 調 レ ベ ル 取 得 手 段 ）
　 ２ 　 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル （ 液 晶 部 ）
　 ２ ｒ 、 ２ ｇ 、 ２ ｂ 　 画 素 領 域
　 ３ 　 　 　 バ ッ ク ラ イ ト 光 源
　 ４ 　 　 　 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 （ 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 ）
　 ４ Ｒ 　 　 Ｒ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 （ 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 ）
　 ４ Ｇ 　 　 Ｇ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 （ 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 ）
　 ４ Ｂ 　 　 Ｂ 成 分 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 部 （ 階 調 レ ベ ル 最 大 値 検 出 手 段 ）
　 ４ １ 　 　 フ ィ ー ル ド メ モ リ
　 ４ ２ 　 　 最 大 値 検 出 回 路
　 ４ ３ 　 　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル
　 ４ ４ 　 　 ガ ン マ 補 正 回 路
　 ５ 　 　 　 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 （ 光 出 力 制 御 手 段 ）
　 ６ 　 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ 制 御 回 路 （ 透 過 率 設 定 手 段 ）
　 ７ 　 　 　 １ ／ １ ８ ０ カ ウ ン タ
　 １ ０ ０ 　 液 晶 表 示 装 置

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2006-47594 A 2006.2.16



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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